
 

 

 

 

 

 

 

 

通信 はくび ○博○美  
沖縄県立博物館・美術館 情報誌 

2014 年 春号 Vol.9 

 発行： 沖縄県立博物館・美術館 

指定管理者 文化の杜共同企業体 

博物館：特別展示室 

ボランティア活動報告 

ボランティア一人一人が、博物館・美術館を舞台にそれぞれの

得意分野を生かした活動を積極的に行なっています。 

今年度は博物館・美術館ともにボランティア募集を予定しており

ます。興味のある方はぜひ、お問合せください。 

皆さんは、博物館と美術館で活躍するボランティアさんを 

ご存知でしょうか。活動の様子を少しだけご紹介します。 

 

博物館ボランティア 美術館ボランティア 

展示ガイド博物館常設展の展示

解説をします。 

ふれあい体験室来場者とお話し

しながらキットの解説をします。 

民具体験子ども達に、昔の民具

を通して先人達の知恵や工夫を

伝えます。 

資料整理沖縄の歴史・文化・政治

に関する新聞記事のスクラップを

します。 

資料整理沖縄の美術に関連する

新聞記事のスクラップ他、美術雑

誌や図録から、作家情報を集め

る活動をします。 

鑑賞ガイド鑑賞授業のサポートと

して、子ども達と会話をしながら

作品鑑賞を楽しみます。 

ワークショップ体験教室などのサ

ポートをします。 

博物館：民具体験サポート 美術館：鑑賞ガイド 

一  般 ：500 円 (400 円)  高大生：300 円 (240 円) 

小中生 ：200 円 (160 円)  ※（ ）内は前売り及び 20 名以上の団体料金 

※三線のチカラ展は年間パスポートでご覧いただけます・ 

 三線展の見どころをどのよう作ればいいのか。15 年前、当館で行なわれた三線展との違いを示すことが思案のしどころ

であった。まずは、具体的な絵の世界から三線の世界に入ってもらうことにした。進貢船の図や那覇港図の絵画資料の中

に、微細に描かれた三線を発見することができる。そのささやかな描写にウチナーンチュの執念を感じ、人々の歓喜の大

きさを改めて確認することができる。 

 

さて、新しい知見とは楽器としての再確認する行為である。琉球王国時代の三線の音色はどんなものであっただろう

か。冊封使や将軍の御前で演奏された三線の音色はどうであっただろうか。かつての音色を絹絃と弱い蛇皮のチーガ張り

で再現を試みた。その音色を現代人はどのように捉えるか、試せるよう参加型体験型展示を作った。 

歴史学者東恩納寛惇は、「三線は国家の品格と期待を担った。」と記した。今年度上半期のパワースポットは実は博物

館の三線のチカラ展にある。古三線は王国時代、激動の明治や沖縄戦をくぐってきた強運の三線たちである。 

どうぞ三線のチカラをご堪能あれ。 (博物館 園原謙) 

 

この展示会では、三線の形の美を強調する展示を考えた

いと思った。三線鑑賞の妨げにならないようアクリルの三線

立てを新調し、斜め 45 度のプロポーションを見せたいとも

考えた。天の反り、鳩胸の形状、この二点をつなぐ弧の形

はとても美しく、優しい。三線は美人のモデルの如く様々な

表情をみせてくれた。 

右から 

盛嶋開鐘 

翁長開鐘 

志多伯開鐘

湧川開鐘 

富盛開鐘 

江戸与那 

 



 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

※2014 年 4 月より 

70 歳以上のパスポートの種類が新しく加わりました！ 

                              

 年間パスポート特典 

                                   ①作ったその日から１年間の有効期限。 

②展覧会を何度でもご観覧いただけます。 

③来館ポイントでプレゼントをゲット！ 

新入学・新社会人などの贈答用に♪ 

 

お問い合わせ 

館内情報センター：098-941-1187 

                 ※一部対象外もございます 

すすむ 

通信 はくび ○博○美  
沖縄県立博物館・美術館 情報誌 

2014 年 春号  Vol.9  

 発行： 沖縄県立博物館・美術館 

指定管理者 文化の杜共同企業体 

美術館：企画展示室 

一  般：800 円 (640 円） 

高大学生：500 円 (400 円）  

小中学生：300 円 (240 円） 

※( )内は前売り及び 20 人以上の団体料金   

木下晋展は美術館の年間パスポートでご覧い

ただけます. 

 

 鉛筆という最もシンプルな画材で、人間の肌の質感や皺
しわ

まで克明に描く

木下晋の鉛筆画。モデルとして登場するのは放浪癖のあった実母や認知症

を患った老人、ホームレスなどその多くは孤独や心の闇を抱えて生きる

人々です。 

木下は「自分が描きたいと思った人物しか描けない」といいます。彼自

身もまた幼少期に一家離散を体験し、痛烈な孤独を抱えて生きた一人でも

ありました。そんな彼は「描くことではなく、その人（モデル）を知ると

いうこと」が最も大事だといいます。その言葉が示すように、創作姿勢は

常にモデルに向き合うことに一貫しています。だからこそ彼が描いた鉛筆

画は、単なる細密画では括れない圧倒的な存在感を放ち、見る者の心に深

く残るのでしょう。 

 

「追憶Ⅳ」 

（谷崎潤一郎『痴人の愛』のモデル・和嶋せい）、1998 年 

 本展は、16 歳の時に描いた《起
た

つ》を

はじめとする初期油彩画から、昨年完成

した鉛筆画《合掌図》まで、木下晋の 50

年にわたる仕事を一望する構成となって

います。各時代の作品の変化をご覧いた

だきながら、一つひとつの作品にゆっく

りと対峙する時間を過ごしていただけれ

ばと思います。 

(文化の杜共同企業体 金城美奈子) 

 

「ハルばぁちゃんの手」絵本原画、2005 年 

博物館
常設

企画・特別展 \3,700 \2,300

料金表（１名様） 一般 高校・大学 県外・小中

\6,000

\1,300 \1,000

博物館
美術館

すべての展示
（対象外あり） \7,000 \4,500 \2,500 \1,800

美術館

年間パスポート種類

70歳以上

\3,000

\3,000コレクション
企画・特別展 \3,900 \2,600

県内・小中

\1,200 \850

生命
い の ち

の旅路 

お得な 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

円覚寺 三門 正面 

沖縄県立芸術大学附属図書・芸術資料館所蔵 

 

このトゲネズミの剥製と骨格標本

は新収蔵品展でお見せするよ。 

いずれは、常設展示室に展示しよう

と思っています。お楽しみに。 

（博物館 山﨑仁也) 

 オキナワトゲネズミ骨格標本 オキナワトゲネズミ剥製 

※詳細はホームページをご覧下さい。 

 

1 火

県民ギャラリー2
鈴木金助の世界（海への誘い）
4/1～4/6

2 水
3 木

■｢木下晋展 生命の旅路｣
開催期間:4/4(金)～5/6(火)

■「木下晋展 生命の旅路」関連催事
「木下晋氏ギャラリートーク」
講師:木下晋氏
9:30～10:10

■「木下晋展 生命の旅路」関連催事
「記念対談　木下晋×青木新門」
14:00～16:00

■ふれあい体験室ワークショップ

6 日

■「木下晋展 生命の旅路」関連催事
鉛筆画ワークショップ
「自画像を描く」
講師:木下晋氏　10:30～16:00

7 月 休館日

8 火

9 水

しまくとぅばプロジェクト
「方言札」世代ぬハナシむぬ語い
母語であるしまくとぅばをよーんなー
目覚めさせるゆんたく会やいびーん。
14:00～16:00

10 木

■博物館常設展展示解説会
講師:藤田祐樹（人類）
14:00～15:00

11 金
■「木下晋展 生命の旅路」関連催事
絵本読み聞かせ
『ハルばぁちゃんの手』
『はじめての旅』
①14:00～②16:00～

■博物館学芸員講座「港川人と沖縄の
旧石器時代遺跡」
講師:藤田祐樹（人類）
14:00～16:00

■ふれあい体験室ワークショップ

13 日

しまくとぅばプロジェクト
連続講座 2014年度
第1回「しまくとぅばを知る」
講師：かりまた しげひさ 氏
14:00～15:50

14 月 休館日

15 火

県民ギャラリー1・2・3
第10回　龍賓曹源書道展
4/15～4/20

16 水
17 木
18 金

■「木下晋展 生命の旅路」関連催事
絵本読み聞かせ
『ハルばぁちゃんの手』
『はじめての旅』
①14:00～②16:00～

■博物館文化講座「琉球の染織物再
考・そしてこれから」
講師:宮城奈々氏・平田美奈子氏
14:00～16:00

■ふれあい体験室ワークショップ

20 日

21 月 休館日

22 火

県民ギャラリー1
ハンセン病を正しく理解する展示会
4/22～4/27

23 水
24 木
25 金

■「木下晋展 生命の旅路」
キュレータートーク
講師:金城美奈子（担当学芸員）
11:00～12:00

■博物館バックヤードツアー
講師:崎原恭子（歴史）
14:00～15:00

■ふれあい体験室ワークショップ

27 日

28 月 休館日

29 火
30 水

26 土

5 土

12 土

4 金

19 土

 

■博物館学芸員コラム ■ ■■■ ■ ■ ■ 
■ ■■■ ■■ ■ 

7 月イベントカレンダー 

 ■■ 

■■■ はくび通信 Vol.9   春号   

麗しき琉球の記憶 －鎌倉芳太郎が発見した“美”－ 

開催期間：5月 20 日(火)～6月 22 日(日) 

場  所：美術館企画ギャラリー・博物館特別展示室 

 

 

■■■ ■ ■■  
■■  ■■ ■■■  美術館学芸員コラム ■ 

4 月イベントカレンダー 

 

「沖縄のネズミ」と聞いて、みなさんは何を思い浮かべるかな？ 

生き物が好きな人なら「ケナガネズミ」をあげるでしょう。ケナガネズミは沖縄本島のやんばる

と奄美大島、徳之島だけにすむ大型のネズミで、木の枝を走り回るリスみたいなネズミだ。 

そして、やんばるにはもう一種類、「オキナワトゲネズミ」という幻のネズミがいるんだ。このネ

ズミは、超レアもので、一時は絶滅してしまったと思われていたんだ。2008 年の 3 月に、30 年ぶ

りに再発見されて、何とか生き残っていることが確認されたものの、現在はまた、そのすがたを

ほとんど見なくなっているという話だ。 

この幻のオキナワトゲネズミの死体が昨年手に入った。とても状態がよく、すぐにプロの剥製

師に剥製と骨格標本を作ってもらった。僕は今まで、なぜそのネズミを「トゲ」ネズミというのか、

ずっと不思議だったけれど、さわってみたら「！！」・・・なんと！見た目ではわからない、硬い、太

い、針のようなトゲがたくさん混じっているではないか！「だからトゲネズミっていうんだー」と妙に

納得し、感激したのでありました・・・。 

  

 

※1つの死体から剥製と骨格標本を同時に作ることを、業

界用語で「二丁取り」という 

★新収蔵品展  
－平成 25 年度収蔵資料－ 

期間：2014年 5月 23日(金) 

～6月22日(日) 

 

鎌倉芳太郎（1898[明治 31]～1983[昭和 58]年）は、香川県氷上村（現三木町）に生ま

れ、1973（昭和 48）年「型絵染」の重要無形文化財保持者（人間国宝）に認定されまし

た。 

1918（大正 7）年東京美術学校図画師範科に入学し、卒業後の 1921（大正 10）年 4 月よ

り沖縄女子師範学校の教師として赴任し、沖縄理解のために「琉球芸術」を精力的に踏

査しました。琉球紺屋の宗家の調査発掘、また沖縄島をはじめ離島まで範囲を広げた民

俗宗教・信仰などの現地調査、さらに首里城、浦添城、照屋城祉の発掘調査なども行っ

ています。 

これらの調査は、琉球文化の広範にわたる研究記録であり、当時の美術工芸、民俗祭

祀などの琉球文化の総体的な記録として、次代に継承する必要のある貴重な資料です。 

 本展は、これらの記録を中心に構成します。また保存

された資料や戦火を免れた作品などを展示し、観覧者が

当時の琉球の美のイメージや様相を想像力で立ちあがら

せ、「琉球芸術」を現代沖縄の日常生活につなげる展覧会

を目指します。 

(文化の杜共同企業体 謝花佐和子) 



 

 2014 年 4 月 1 日より消費税増税に伴い、観覧料が変更に 

なります。  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■編集後記■ 

新年度となり、「はくび通信」も初刊発行から 3年目を迎え

ます。今年度も博物館・美術館では多彩な展覧会を企画し

ておりますので、ご期待ください。 

「はくび通信」発行窓口 館内情報センタ-：098-941-1187 

■博物館・美術館からのお知らせ■ 

●沖縄県立博物館・美術館では平成 19年の開館以来これ

まで、施設利用料に係る消費税を二重に計算し利用料金

を徴収していた事が明らかになりました。県民及び関係者の

皆様に深くお詫びするとともに、誤って加算した分は全額返

還することとし、対象者全員に返還手続きについてご説明い

たします。返金等に関するお問い合わせは文化の杜共同企

業体にお願い致します。 

●2014 年 4 月より消費税増税に伴い、入場料金が変わりま

す。ご理解の程、宜しくお願い致します。 

 

■■ 

■■■ はくび通信  Vol.9  春号   

6 月イベントカレンダー 

■博物館学芸員講座
『「三線のチカラ展」雑感-観覧者の質疑
にこたえる』
講師:園原謙
14:00～16:00

■ふれあい体験室ワークショップ

4 日

■ゴールデンウィークイベント
「Chiri(チリ）でちぎり絵」
5/4(日)・5(月)　14:00～16:30

5 月

■ゴールデンウィークイベント
「Chiri(チリ）でちぎり絵」
5/4(日)・5(月)　14:00～16:30

7 水 休館日

8 木
■博物館常設展　展示解説会
講師:山崎真治(人類)
14:00～15:00

■ふれあい体験室ワークショップ

■しまくとぅばプロジェクト　「しまく
とぅばと民話―過去、現在、未来」
13:15～17:00

11 日

■しまくとぅばプロジェクト
2014年度 連続講座 第2回
「しまくとぅばを知る」
講師:西岡 敏 氏
14:00～15:50

12 月 休館日

13 火

県民ギャラリー1・2
「月桃の用紙に書」展示会
5/13～5/1

14 水

■しまくとぅばプロジェクト
「方言札」世代ぬハナシむぬ語い
母語であるしまくとぅばをよーんなー目
覚めさせるゆんたく会やいびーん。
14:00～16:00

■博物館文化講座
「「明らかになる沖縄の大地震・大津波
～これまでとこれから～」
講師:中村衛氏
14:00～16:00

■美術館バックヤードツアー
講師:仲里安広
11:00～12:00

■博物館バックヤードツアー
講師:與那嶺一子（美工）
9:30～10:30

■美術館コレクションギャラリー
キュレータートーク
国際博物館の日「コレクション展」
14:00～15:00

■ふれあい体験室ワークショップ

19 月 休館日

■「麗しき琉球の記憶－鎌倉芳太郎が発
見した“美”－」
開催期間 5/20～6/22

県民ギャラリー1・2
第31回日本現代美術協会沖縄県支部展
5/20～5/25

■美術館キュレータートーク
「麗しき琉球の記憶―鎌倉芳太郎が発見
した“美”―」
講師:謝花佐和子
11:00～12:00

■美術館コレクションギャラリー
「沖縄美術の流れ
ウチナーユーからアメリカユー、アメリ
カユーからヤマトユー」
鑑賞ツアー　13:00～14:00

■ふれあい体験室ワークショップ

26 月 休館日

県民ギャラリー1・2
第47回書遊会沖縄書道会展
5/27～6/1

県民ギャラリー3
三菱アジアの子どもたちの絵日記展
5/27～6/1

■「麗しき琉球の記憶―鎌倉芳太郎が発
見した“美”―」
特別講演会／クロストーク
14:00～１５:３０

■ふれあい体験室ワークショップ

土24

31

火27

土

3 土

17 土

火20

土10

 

5 月イベントカレンダー 

■沖縄県立博物館・美術館 ■■■ 

〒900-0006 沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1  

TEL:098-941-8200 FAX:098-941-2392 

☆開館時間：9：00～18：00 (金・土は 20：00まで) 

※入館は閉館 30分前まで ☆休館日：月曜日 

（月曜日が祝日の場合は、翌平日が休館） 

http://www.museums.pref.okinawa.jp 

 

2 月 休館日

3 火

県民ギャラリー1.2.3 復元のあゆみー琉
球王朝、造形文化の独自性を求めて 6/3
～6/8

■博物館学芸員講座
講師:與那嶺一子(美工)
14:00～16:00

■「麗しき琉球の記憶―鎌倉芳太郎が発
見した“美”―」
アーティストギャラリートーク
講師:西村貞雄氏
14:00～15:00

■ふれあい体験室ワークショップ

8 日

「麗しき琉球の記憶－鎌倉芳太郎が発見
した“美”－」関連ワークショップ
「ピンホールカメラで「崇元寺」を撮影
しよう！」　１０:３０～１３:００
講師:丑番直子氏

9 月 休館日

10 火
県民ギャラリー1・2
ロゼの会 油絵展　6/10～6/15

11 水

しまくとぅばプロジェクト
「方言札」世代ぬハナシむぬ語い
母語であるしまくとぅばをよーんなー目
覚めさせるゆんたく会やいびーん。
14:00～16:00

12 木

■博物館常設展　展示解説会
講師:山﨑仁也(生物)
14:00～15:00

■「麗しき琉球の記憶―鎌倉芳太郎が発
見した“美”―」 関連シンポジウム
14:00～16:30

■美術館コレクションギャラリー1
「岡本太郎写真展」
キュレータートーク
講師:豊見山愛
11:00～12:00

■美術館コレクションギャラリー1
「岡本写真展」
アーティストギャラリートーク
講師:成相肇氏　14:00～15:00

■「麗しき琉球の記憶－鎌倉芳太郎が発
見した“美”－」ワークショップ2
「「紅型」にふれてみよう」
講師：名護朝和氏
6月14日(土)10：30～13：00／ 15
日(日)10：30～16：00

■ふれあい体験室ワークショップ

■博物館文化講座
「戦後69年目に考える沖縄戦」
講師:吉浜忍氏　14:00～16:00

しまくとぅばプロジェクト
2014年度 連続講座 第3回
「しまくとぅばを知る」
講師:仲原 穣氏　14:00～15:50

■「麗しき琉球の記憶－鎌倉芳太郎が発
見した“美”－」ワークショップ2
「「紅型」にふれてみよう」
講師：名護朝和氏
6月14日(土)10：30～13：00／ 15
日(日)10：30～16：00

16 月 休館日

21 土 ■ふれあい体験室ワークショップ

22 日

しまくとぅばプロジェクト
慰霊の日企画「しまくとぅばで語る戦
世」上映・語り・トークセッション
上映:「しまくとぅばで語る戦世」
14:00～17:00

23 月 慰霊の日

24 火 休館日

■博物館バックヤードツアー
講師:石垣忍(歴史) 14:00～15:00

■美術館バックヤードツアー
講師:仲村保 11:00～12:00

■美術館コレクションギャラリー1
「岡本太郎写真展」
鑑賞ツアー　13:00～14:00

■ふれあい体験室ワークショップ

30 月 休館日

日15

28 土

7 土

土14

 

■観覧料金 改定のお知らせ■ 

個人 団体 個人 団体

170円

県外小中生 150円 120円 100円 80円

高大生 260円 210円 210円

区分
博物館常設展 美術館コレクション展

一般 410円 330円 310円 250円

 

個人 団体 個人 団体

160円

県外小中生 150円 120円 100円 80円

高大生 250円 200円 200円

区分
博物館常設展 美術館コレクション展

一般 400円 320円 300円 240円

 

2014 年 4月 1日より 

2014 年 3 月まで 

当館では観覧料をはじめ、施設利用料・ミュージアムカフ

ェ茶花・ミュージアムショップゆいむいなど、消費税増税

に伴い料金の変更がございます。 

ご理解の程、よろしくお願い致します。 

 


